
政
策
的
工
夫
は
Ｒ
Ｍ
Ｔ
（
現
実
派
）
で
あ
る
と
し
て
、

本
連
載
で
も
詳
述
し
た
（
第
7
回＜

2
0
2
2
年
2

月
号＞

参
照
）。

　

日
銀
保
有
国
債
を
一
部
永
久
国
債
化
し
て
財
源
確

保
を
図
る
一
方
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
、
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
等

を
計
画
的
に
売
却
し
、
成
長
戦
略
と
出
口

戦
略
を
両
立
さ
せ
る
。
確
保
し
た
財
源
で
、

人
材
育
成
、
技
術
開
発
、
産
業
支
援
、
防

衛
強
化
等
の
喫
緊
の
課
題
に
迅
速
か
つ
現
実
に
充
当

し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

10
年
間
続
い
た
異
次
元
緩
和
の
下
で
、
短
期
金
利

は
0
･
2
％
、
10
年
国
債
利
回
り
も
0
･
3
％
し
か

低
下
し
て
い
な
い
。
政
策
効
果
が
確
実
に
期
待
で
き

る
の
は
金
利
変
化
で
あ
る
。
国
債
、
E
T
F
買
入
れ

等
の
量
的
緩
和
は

市
場
に
は
影
響
し

た
が
、
一
般
の
家

計
・
企
業
等
の
経

済
主
体
に
は
あ
ま

り
好
影
響
は
な
か

っ
た
。

　

次
に
植
田
氏
の

金
融
政
策
に
対
す

る
考
え
方
を
、
審

議
委
員
時
代
の
発

言
、
退
任
後
の
寄

稿
等
か
ら
推
察
す

る
。

　

日
銀
は
1
9
9

9
年
2
月
に
ゼ
ロ

金
利
政
策
、
4
月

に
は
時
間
軸
政
策

を
導
入
し
た
。
植

田
氏
は
操
作
対
象

（
無
担
保
コ
ー
ル

レ
ー
ト
翌
日
物
）
の
ゼ
ロ
金
利
を
続
け
る
と
い
う
日

銀
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
中
長
期
金
利
も
低

下
を
促
す
時
間
軸
効
果
を
主
導
し
た
。

　

し
か
し
2
0
0
0
年
8
月
、
日
銀
は
政
府
の
反
対

を
押
し
切
っ
て
ゼ
ロ
金
利
解
除
。
そ
の
後
、
景
気
悪

化
と
デ
フ
レ
が
続
き
、
ゼ
ロ
金
利
解
除
は
批
判
に
晒

さ
れ
た
。

　

植
田
氏
は
ゼ
ロ
金
利
解
除
に
反
対
票
を
投
じ
た
。

　

植
田
和
男
氏
は
デ
フ
レ
傾
向
が
深
化
し
つ
つ
あ
っ

た
1
9
9
8
年
4
月
か
ら
2
0
0
5
年
4
月
ま
で
7

年
間
、
日
銀
審
議
委
員
を
務
め
た
。
2
0
0
0
年
末

ま
で
日
銀
に
在
職
し
た
筆
者
と
し
て
は
、
能
力
、
経

歴
、
人
柄
等
の
観
点
か
ら
総
裁
候
補
と
し
て
適
格
だ

と
思
う
。

　

し
か
し
、
植
田
氏
が
成
果
を
挙
げ
ら
れ
る
か
は
定

か
で
な
い
。
黒
田
日
銀
が
残
し
た
「
負
の
遺
産
」
は

そ
れ
ほ
ど
深
刻
だ
。

　

デ
フ
レ
の
原
因
に
つ
い
て
、
金
融
現
象
、
実
体
経

済
、
心
理
面
等
々
の
論
争
が
あ
っ
た
が
、
異
次
元
緩

和
の
背
景
に
は
「
デ
フ
レ
は
金
融
現
象
で
あ
り
、
金

融
緩
和
で
解
決
で
き
る
」
と
の
論
理
が
通
底
し
て
い

た
。

　

黒
田
日
銀
の
壮
大
な
社
会
実
験
は
「
デ
フ
レ
は
金

融
現
象
で
は
な
い
」
あ
る
い
は
「
金
融
緩
和
だ
け
で

は
解
決
し
な
い
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
結
果
を

得
る
た
め
に
払
っ
た
代
償
は
大
き
い
。

　

黒
田
日
銀
の
10
年
間
（
グ
ラ
フ
Ⅰ
）
に
、
日
本
の

経
済
や
社
会
で
進
ん
だ
構
造
変
化
を
確
認
し
て
お
く
。

　

第
1
に
、
コ
ス
ト
偏
重
思
考
の
海
外
進
出
の
結
果
、

国
内
生
産
の
輸
出
品
が
減
少
し
、
貿
易
収
支
は
赤
字

化
し
、
経
常
収
支
は
第
1
次
所
得
収
支
で
支
え
ら
れ

る
構
造
（
グ
ラ
フ
Ⅱ
）
に
な
っ
た
。

　

第
2
に
、
第
1
の
変
化
の
結
果
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
と
原
燃
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食
料
等
の
海
外
依

存
傾
向
が
強
ま
り
、
安
全
保
障
上
深
刻
な
問
題
を
抱

え
た
国
家
構
造
が
極
ま
っ
た
。

　

第
3
に
、
2
0
0
0
年
代
後
半
ま
で
は
、
日
本
の

企
業
・
産
業
・
経
済
に
対
す
る
期
待
か
ら
円
高
傾
向

が
続
い
た
が
、
以
後
は
円
安
傾
向
。
異
次
元
緩
和
も

相
俟
っ
て
、
単
な
る
円
安
で
は
な
く
「
日
本
売
り
」

の
様
相
を
呈
し
て
い
る
（
グ
ラ
フ
Ⅱ
）。

　

第
4
に
、
そ
の
間
に
技
術
革
新
が
加
速
し
、
新
興

企
業
を
巡
る
世
界
の
勢
力
図
が
激
変
。
流
れ
に
取
り

残
さ
れ
た
日
本
の
生
産
性
低
迷
は
異
次
元
緩
和
下
で

固
定
化
し
た
（
グ
ラ
フ
Ⅲ
）。

　

第
5
に
、
第
4
の
結
果
と
し
て
諸
外
国
の
所
得
水

準
が
上
昇
し
た
一
方
で
日
本
は
停
滞
。
勤
労
者
や
消

費
者
の
可
処
分
所
得
は
増
え
ず
、
実
体
経
済
、
心
理

面
双
方
で
デ
フ
レ
傾
向
が
強
ま
っ
た
。

　

第
6
に
、
2
0
1
3
年
以
降
の
異
次
元
緩
和
に
よ

っ
て
日
銀
が
大
量
に
国
債
を
購
入
し
、事
実
上
の「
財

政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
状
態
が
構
造
化
し
た
（
グ
ラ
フ

Ⅰ
）。

　

こ
う
し
た
中
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
機

に
食
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
国
際
市
況
高
騰
に
伴
っ

て
物
価
上
昇
。
国
民
生
活
や
企
業
活
動
が
深
刻
な
影

響
を
受
け
つ
つ
あ
る
。

　

こ
の
間
、
自
国
通
貨
を
発
行
す
る
国
の
国
債
増
発

は
無
限
大
と
す
る
Ｍ
Ｍ
Ｔ
（
現
代
貨
幣
理
論
）
が
登

場
し
て
リ
フ
レ
派
を
助
長
し
た
一
方
、
Ｔ
Ｍ
Ｔ
（
伝

統
派
）
は
古
色
蒼
然
た
る
財
政
健
全
化
論
を
展
開
し

続
け
て
い
る
。

　

筆
者
は
、
異
次
元
緩
和
に
よ
る
「
財
政
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
」
の
異
常
さ
が
極
ま
っ
た
中
で
、
選
択
可
能
な

植田和男氏の国会聴取

壮
大
な
社
会
実
験
の
顚
末

実
体
経
済
重
視
の
植
田
氏

【「
三
耕
探
究
」
と
は
？
】「
学
有
り
、
論
優
れ
ど
も
、
心
貧
す
れ
ば
、
任
に
能
わ
ず
」
と
い
う
考
え
か
ら
、「
耕
学
」「
耕
論
」「
耕
心
」
す
な
わ
ち
「
三
耕
」
の
「
探
究
」
の
重
要
性
を
示
す
筆
者
の
造
語
。
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金
融
政
策
決
定
会
合
で
は
「
景
気
が
底
を
打
っ
て
反

転
に
向
か
い
、
そ
の
持
続
性
に
つ
い
て
あ
る
程
度
の

自
信
が
持
て
れ
ば
、
景
気
上
昇
に
合
わ
せ
て
金
融
政

策
を
微
調
整
す
る
と
い
う
意
味
で
利
上
げ
を
始
め
る

こ
と
が
正
し
い
方
法
」
と
述
べ
、
実
体
経
済
重
視
の

姿
勢
を
示
し
た
。
デ
フ
レ
懸
念
払
拭
ま
で
続
け
る
と

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
ゼ
ロ
金
利
を
Ｃ
Ｐ
Ｉ
（
消
費
者

物
価
指
数
）
前
年
比
上
昇
率
が
マ
イ
ナ
ス
の
中
で
解

除
す
る
こ
と
に
な
り
、
適
切
で
は
な
い
と
の
判
断
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
植
田
氏
の
思
考
論
理
を
想
像
す
る

う
え
で
参
考
に
な
る
。

　

ゼ
ロ
金
利
解
除
後
の
2
0
0
1
年
3
月
、
日
銀
は

量
的
緩
和
と
い
う
非
伝
統
的
政
策
を
選
択
し
た
。
政

府
か
ら
ゼ
ロ
金
利
解
除
が
批
判
さ
れ
、
日
銀
が
代
替

策
と
し
て
世
界
初
の
手
法
を
選
択
し
た
と
い
う
構
図

だ
。
当
時
、
日
銀
は
不
良
債
権
問
題
に
伴
う
金
融
シ

ス
テ
ム
不
安
回
避
の
た
め
に
潤
沢
な
資
金
供
給
を
行

っ
て
お
り
、
そ
れ
を
量
的
緩
和
と
称
す
る
こ
と
で
面

子
を
保
っ
た
と
も
言
え
る
。
植
田
氏
も
量
的
緩
和
に

賛
成
票
を
投
じ
て
い
る
が
、
量
的
緩
和
は
時
間
軸
政

策
に
資
す
る
と
判
断
し
て
い
た
と
思
料
す
る
。

　

日
銀
は
調
節
目
標
を
無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト
か
ら

当
座
預
金
残
高
に
変
更
し
て
量
的
緩
和
を
行
っ
た
が
、

無
担
保
コ
ー
ル
レ
ー
ト
誘
導
目
標
も
0
･
15
％
か
ら

ゼ
ロ
％
近
傍
に
低
下
し
、
結
果
的
に
ゼ
ロ
金
利
も
復

活
し
た
。
植
田
氏
は
そ
の
点
を
重
視
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　

し
か
も
日
銀
は
「
Ｃ
Ｐ
Ｉ
前
年
比
上
昇
率
が
安
定

的
に
ゼ
ロ
％
以
上
と
な
る
ま
で
量
的
緩
和
を
継
続
す

る
」
と
コ
ミ
ッ
ト
し
、
植
田
氏
が
推
奨
す
る
時
間
軸

政
策
が
強
化
さ
れ
た
。

　

審
議
委
員
退
任
後
の
2
0
0
5
年
12
月
、
植
田
氏

は
著
書
『
ゼ
ロ
金
利
と
の
戦
い
』
の
中
で
、
出
口
戦

略
に
つ
い
て
「
経
済
が
あ
る
程
度
プ
ラ
ス
の
金
利
に

耐
え
ら
れ
る
よ
う
な
力
を
つ
け
た
と
判
断
で
き
て
初

め
て
出
口
を
出
る
」
と
述
べ
、
こ
こ
で
も
実
体
経
済

重
視
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。

　

黒
田
日
銀
に
よ
る
異
次
元
緩
和
が
ス
タ
ー
ト
し
た

後
の
2
0
1
6
年
10
月
、
証
券
ア
ナ
リ
ス
ト
ジ
ャ
ー

ナ
ル
寄
稿
論
文
「
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
採
用
と
功

罪
」
で
は
、
国
債
購
入
に
よ
る
量
的
緩
和
の
効
果
に

つ
い
て
否
定
的
見
解
を
示
し
た
。

　

ま
た
、
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
が
預
貸
利
鞘
縮
小
に

よ
っ
て
金
融
機
関
収
益
を
悪
化
さ
せ
る
副
作
用
、
日

銀
自
身
が
逆
鞘
に
よ
っ
て
自
己
資
本
を
毀
損
す
る
リ

ス
ク
に
も
言
及
し
て
い
る
。

　

2
0
1
8
年
8
月
の
日
本
経
済
新
聞「
経
済
教
室
」

で
は
、
異
次
元
緩
和
の
副
作
用
を
指
摘
し
つ
つ
「
粘

り
強
く
現
行
の
緩
和
策
を
続
け
、
物
価
の
上
昇
を
待

つ
こ
と
」「
無
理
を
せ
ず
に
2
％
達
成
を
よ
り
中
長

期
的
な
目
標
と
す
べ
き
」
と
述
べ
、
短
期
的
操
作
の

限
界
と
中
長
期
的
方
針
の
重
要
性
に
付
言
し
た
。

　

2
0
2
0
年
12
月
の
日
本
経
済
新
聞「
経
済
教
室
」

で
は
「
増
大
を
続
け
る
政
府
債
務
残
高
の
弊
害
の
一

つ
は
、
経
済
が
金
利
上
昇
に
脆
弱
な
こ
と
」
と
し
て
、

財
政
拡
大
の
限
界
に
言
及
。
日
銀
の
国
債
買
入
れ
に

伴
っ
て
政
府
が
財
政
出
動
す
る
「
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
マ

ネ
ー
政
策
」
で
あ
れ
ば
効
果
を
発
揮
し
う
る
が
、
単

純
な
異
次
元
緩
和
は
「
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」
に
他

な
ら
な
い
と
し
た
。

　

2
0
2
1
年
4
月
の
日
本
経
済
新
聞
「
複
眼
」
で

は
「
誘
導
対
象
は
10
年
よ
り
短
い
金
利
に
し
て
、
10

年
債
利
回
り
は
自
由
に
変
動
さ
せ
る
」
こ
と
が
適
切

と
し
、
Ｙ
Ｃ
Ｃ
（
イ
ー
ル
ド
・
カ
ー
ブ
・
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
）
修
正
の
必
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
等
に
伴
う
物
価
上
昇
が
顕
現
化

し
て
い
た
2
0
2
2
年
7
月
の
日
本
経
済
新
聞
「
経

済
教
室
」
で
は
、
異
次
元
緩
和
は
「
微
調
整
に
向
か

な
い
枠
組
み
」
で
あ
り
「
一
時
的
な
イ
ン
フ
レ
率
上

昇
で
政
策
を
正
常
化
方
向
へ
微
修
正
す
る
と
、
経
済

や
イ
ン
フ
レ
率
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
及
ぼ
す
」
と

指
摘
。

　

足
元
の
物
価
上
昇
は
海
外
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
食

料
価
格
上
昇
や
円
安
の
影
響
と
い
う
一
時
的
要
因
に

よ
る
も
の
と
し
、
円
安
牽
制
を
目
的
に
「
海
外
中
央

銀
行
に
続
い
て
日
銀
が
拙
速
に
利
上
げ
を
実
施
す
べ

き
で
は
な
い
」
と
主
張
し
た
こ
と
は
、
植
田
氏
が
政

策
修
正
に
慎
重
と
の
見
方
に
つ
な
が
り
、
政
府
与
党

が
総
裁
人
事
案
を
決
断
す
る
決
め
手
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　

一
方
「
そ
も
そ
も
な
ぜ
、
持
続
的
な
2
％
の
イ
ン

フ
レ
率
を
目
指
す
の
か
」
と
述
べ
、
2
0
1
8
年
に

続
い
て
2
％
目
標
の
妥
当
性
に
疑
義
を
呈
し
「
異
例

の
金
融
緩
和
枠
組
み
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か

で
真
剣
な
検
討
が
必
要
」
と
述
べ
、
金
融
政
策
の
見

直
し
に
言
及
し
て
い
る
。

　

植
田
氏
が
10
年
続
い
た
異
次
元
緩
和
を
、
高
速
走

行
中
の
自
動
車
が
急
に
車
線
変
更
す
る
か
の
如
く
大

転
換
さ
せ
る
こ
と
は
な
い
し
、
そ
も
そ
も
で
き
な
い
。

黒
田
日
銀
が
車
線
変
更
で
き
な
い
困
難
な
状
況
を
残

し
た
か
ら
だ
。
実
体
経
済
重
視
の
植
田
氏
は
微
妙
な

ハ
ン
ド
ル
捌
き
を
指
向
せ
ざ
る
を
え
ず
、
異
次
元
緩

和
の
個
々
の
政
策
手
法
の
効
果
と
副
作
用
を
論
理
的

に
分
析
し
、
現
実
的
見
直
し
を
進
め
、「
事
実
上
の

正
常
化
」
を
徐
々
に
進
め
る
と
予
想
す
る
。

「
事
実
上
の
正
常
化
」
と
は
、
異
次
元
緩
和
の
修
正

で
は
な
い
と
説
明
し
つ
つ
、
実
際
に
は
徐
々
に
撤
退

措
置
を
講
じ
て
い
く
こ
と
だ
。

　

年
間
80
兆
円
だ
っ
た
国
債
買
入
れ
額
も
現
在
は
削

減
し
て
い
る
、
Ｅ
Ｔ
Ｆ
、
R
Ｅ
Ｉ
Ｔ
買
入
れ
も
大
幅

に
縮
減
し
た
、
利
回
り
変
動
幅
上
限
引
上
げ
等
に
よ

っ
て
Ｙ
Ｃ
Ｃ
を
軌
道
修
正
し
て
い
る
、
特
別
付
利
制

度
等
を
通
じ
て
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策
に
よ
る
銀
行
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
こ
と
等
々
の
諸
対
応
は
、
既

に
「
事
実
上
の
正
常
化
」
に
踏
み
出
し
て
い
る
と
言

え
る
。

　

植
田
氏
は
、
実
体
経
済
・
物
価
・
市
場
等
の
動
向

を
睨
み
つ
つ
、
金
利
等
の
操
作
目
標
を
微
調
整
（
フ

ァ
イ
ン
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
）
す
る
金
融
政
策

本
来
の
姿
へ
回
帰
を
図
る
と
予
想
す
る
。

　

当
面
、
金
融
政
策
決
定
会
合
の
新
メ
ン

バ
ー
が
策
定
す
る
4
月「
展
望
レ
ポ
ー
ト
」

の
内
容
に
注
目
し
た
い
。
植
田
氏
が
拙
速
利
上
げ
に

反
対
し
た
昨
年
7
月
と
は
物
価
情
勢
が
異
な
る
。
Ｃ

Ｐ
Ｉ
は
前
年
比
4
％
程
度
上
昇
し
て
い
る
。

　

1
月
展
望
レ
ポ
ー
ト
の
物
価
見
通
し
（
中
央
値
）

は
23
年
度
1
･
6
％
、
24
年
度
1
･
8
％
と
2
％
を

下
回
っ
て
い
た
。
4
月
展
望
レ
ポ
ー
ト
で
2
％
超
え

と
な
れ
ば
物
価
安
定
目
標
未
達
と
い
う
判
断
を
続
け

る
こ
と
は
困
難
に
な
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
注
目
す
べ
き
は
2
0
1
3
年
1
月
の

政
府
日
銀
の
共
同
声
明
（
ア
コ
ー
ド
）
の
扱
い
だ
。

声
明
文
作
成
過
程
で
日
銀
は
「
2
％
の
物
価
目
標
は

金
融
政
策
だ
け
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
」
と

主
張
し
、
政
府
も
構
造
改
革
推
進
と
財
政
健
全
化
に

コ
ミ
ッ
ト
し
た
。
こ
れ
が
「
本
来
の
解
釈
」
だ
。

　

と
こ
ろ
が
、
2
0
1
3
年
4
月
に
黒
田
総
裁
が
2

％
目
標
達
成
を
「
2
年
程
度
を
念
頭
に
実
現
す
る
」

と
し
た
こ
と
か
ら
、
日
銀
は
短
期
的
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を

負
い
、
共
同
声
明
の
解
釈
が
歪
曲
さ
れ
た
。
そ
の
結

果
、
金
融
緩
和
の
み
突
出
し
、
構
造
改
革
と
財
政
健

全
化
は
進
捗
し
て
い
な
い
。

　

政
府
が
共
同
声
明
修
正
を
検
討
し
て
い
る
と
の
報

道
も
散
見
さ
れ
る
が
、
日
銀
の
方
針
変
更
に
は
常
に

政
府
承
認
が
必
要
と
の
悪
し
き
慣
行
に
繋
が
る
。
共

同
声
明
は
修
正
す
べ
き
で
は
な
く
、
上
記
の
「
本
来

の
解
釈
」
に
立
ち
戻
る
と
説
明
す
る
だ
け
で
よ
い
。

　

2
0
1
3
年
1
月
の
共
同
声
明
は
政
府
が
日
銀
に

政
治
的
圧
力
で
押
し
付
け
た
感
が
強
く
、
適
切
で
は

な
か
っ
た
。
日
銀
と
政
府
の
十
分
な
意
思
疎
通
を
義

務
付
け
て
い
る
日
銀
法
第
4
条
の
定
め
を
励
行
す
る

こ
と
で
十
分
で
あ
る
。

　

日
銀
の
財
務
健
全
性
も
注
視
し
た
い
。
日
銀
の
広

義
資
本
金
は
11
兆
円
余
で
あ
る
。
2
％
程
度
の
金
利

上
昇
で
債
務
超
過
に
な
る
。
ま
た
、
世
界
の
中
央
銀

行
に
前
例
の
な
い
株
・
Ｅ
Ｔ
Ｆ
保
有
に
伴
い
、
日
経

平
均
が
1
万
4
千
円
程
度
を
下
回
る
と
債
務
超
過
に

陥
る
。

　

黒
田
日
銀
の
異
次
元
緩
和
は
、
結
果
的
に
日
本
経

済
再
生
、
潜
在
成
長
力
向
上
に
不
可
欠
の
成
長
戦
略

と
構
造
改
革
の
モ
メ
ン
タ
ム
を
阻
害
し
た
。
ま
た
、

財
政
規
律
を
低
下
さ
せ
、
異
次
元
の
工
夫
（
例
え
ば
、

日
銀
保
有
国
債
の
一
部
永
久
国
債
化
等
）
を
駆
使
し

な
け
れ
ば
対
応
不
可
能
な
惨
状
を
生
み
出
し
た
。

　

未
知
の
航
海
術
を
駆
使
し
た
黒
田
日
銀
は
難
破
し

た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
い
航
路

の
選
択
を
強
い
た
安
倍
首
相
や
そ
れ
を
囃
し
た
経
済

紙
等
の
責
任
も
重
い
。
し
か
し
「
2
年
で
目
的
地
に

到
着
す
る
」
と
根
拠
な
く
強
弁
し
て
乗
客
（
国
民
及

び
経
済
）
を
未
踏
の
海
域
へ
導
い
た
船
長
の
責
任
は

免
れ
な
い
。
舵
を
握
っ
て
い
た
の
は
あ
く
ま
で
船
長

で
あ
る
。
誰
も
気
づ
か
な
い
う
ち
に
安
全
な
海
域
へ

と
操
舵
す
る
の
が
名
船
長
の
腕
の
見
せ
所
で
あ
っ
た
。

　

航
海
術
の
前
提
は
船
位
（
自
船
の
位
置
・
速
度
・

進
行
角
度
）
及
び
天
候
の
正
確
な
認
識
で
あ
る
。
根

拠
の
な
い
楽
観
的
判
断
は
禁
物
だ
。

　

植
田
日
銀
は
未
踏
の
海
域
を
ど
の
よ
う
な
航
海
術

で
ど
う
航
海
す
る
の
か
、
注
視
し
た
い
。 

1

■ 

筆
者
紹
介
　
お
お
つ
か
こ
う
へ
い
　
日
本
銀
行
を
経
て
参
議

院
議
員
。
早
稲
田
大
学
客
員
教
授
（
早
大
博
士
）、
藤
田
医
科
大
学

客
員
教
授
を
兼
務
。
仏
教
研
究
家
、歴
史
研
究
家
と
し
て
も
活
動
中
。

微
妙
な
ハ
ン
ド
ル
捌
き
で「
事
実
上
の
正
常
化
」

政
府
が
日
銀
に
押
し
付
け
た「
共
同
声
明
」
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